
工事期間及び新技術施工期間
工事期間
・工事の工期を記載 ※活用申請時の工期

新技術施工期間
・新技術の施工予定時期を記載

工事概要
内容
・工事概要 ※新技術の概要ではありません。

対象数量
・新技術の対象数量

現場施工条件
・制約がない場合は「特になし」で構いません。

※「障害や問題の有無」「作業環境」のチェック
を忘れずに。

活用理由
活用理由の項目にチェック、採用理由を記載
※従来技術と同等の項目は、活用理由に
該当しません。

新技術活用計画書・実施報告書記載のポイント

●

●



比較する従来技術
比較する従来技術は、ＮＥＴＩＳ申請情報の従来技術となります。

もし、別の工法を従来技術とした場合、次のような不具合が生じる場合がありま
す。
（１）それぞれの調査表の比較技術がバラバラだと、統一的な評価が出来ないこと

から、事後評価が出来ない。
（２）評価結果によっては、開発者から、異議が出される可能性がある。

ただし、どうしても馴染まない場合は変更しても良いのですが、事後評価に
使用されない場合もあります。

活用効果調査表記載のポイント



従来技術の比較方法の確認
ＮＥＴＩＳ情報をよく読んで、従来技術と何の項目をどのような条件で比較するの

か、 よく把握したうえ、実際に現場で使用した結果を記入して下さい。

評価とコメントの整合
「効果調査」と「評価の視点」の評価がコメントと合っていないと評価に使えませ

ん。チェックした内容と必ず整合を図って下さい。
また、コメントには、効果調査（評価）の理由、及び、当該技術を活用及び活用

検討する上での留意事項等を記載して下さい。必要に応じて定量的なコメントをお
願いします。

活用効果調査表記載のポイント

●

従来技術より優れる場合、
理由などを書いてください。

足場の組立日数が従来技術より減ったため、経済
性が向上した。



新技術に関連しない評価項目
技術内容や技術特性において当該評価項目が評価に関係ないと記入者が判断

した場合は、「当該技術に関連しない評価項目である」にチェックして下さい。
また、【コメント】欄にその理由を必ず記載して下さい。

６つの評価項目以外の調査
基本の６つの評価項目（経済性、工程、品質・出来形、安全性、施工性、環境）以

外で新たな「調査項目」が必要と記入者が判断した場合はその他の欄に記入して下
さい。

活用効果調査表記載のポイント

項目が評価に関係ない
と判断した理由を記載。

新たな調査が必要と判
断した場合記入。



施工後の効果やコストは評価の対象外
この活用効果調査は、工事施工中の効果の確認のため、工事施工後でしか解ら

ない効果やランニングコストは比較の対象外となります。
経済性ランニングコストを含んだ比較をしている新技術もありますが、イニシャル
コストのみで比較してください。

コメントは評価項目と関係する内容を記載
例えば、経済性のコメントに「品質が向上」、「施工性が向上」等、経済性には関係
しない記載がされていることがあるので注意してください。

活用効果調査表記載のポイント

○経済性の記載

●

機器の使用により測定精度の向上が図られ品質が向上
した。

経済性に関するコメン
トになっていない。



比較範囲を確認する
申請情報では、直接工事費、仮設費込み、材料費のみ等いろいろなパターンで

掲載されていることから、申請情報に応じた比較が必要です。

コメントは結果だけではなく、なぜそうなったかを簡単に記載

活用効果調査表記載のポイント

○経済性の記載

●

レ

レ

部材・施工費ともに従来技術より安価となった。

安価となった理由を記入。



活用効果調査表記載のポイント

比較条件を確認する
申請情報では、時間の尺度が日単位、月単位、作業範囲も実作業日のみ、施

工期間中、準備・後処理の有無等いろいろなパターンで掲載されていることから、
申請情報に応じた比較が必要です。

○工程の記載

従来技術と比べて施工
性が向上した理由など
を記入。



活用効果調査表記載のポイント

○総合的所見の記載

施工後の期待される効果に対しての結果を記載
この総合的所見は、工事施工後の従来技術に対して、優れていた所や劣ってい

た所などを書いてください。非常に貴重な意見となりますので出来るだけ記入してく
ださい。

些細の事でも出来るだけ記入。
とても参考になる項目です。



活用効果調査表記載のポイント

○施工写真と要望・改良点等の記載

施工中の写真や改良点などを記載
施工中や完成後の写真を添付してください。また従来技術が適切か、改良点や

要望があれば記入してください。

写真はGIF形式とJPEG形式で
容量は300×200程度で添付し
てください。

適切でなかった場合
適当と思う従来技術
名を記入。



活用効果調査表記載のポイント

チェック漏れに注意!!
近年の提出頂いた調査表を確認すると単純な記載漏れが多いので提出前に一

度確認をお願いします。

調査表の提出
１つの調査表に発注者、施工者がともに記載した上で提出して下さい。

また、調査表の提出がないと工事成績の加点対象となりません。

○その他


